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“Complicated consequences of tau 

in Alzheimer disease” 
 

日時：2018年 9月 27日 (木) 17時-18時 30分 

場所：東京大学医学部教育研究棟２階 第１・２セミナー室 
 

 Dr. Bradley T HymanはMassachusetts General Hospitalにおいて Aや tau、apoE

などアルツハイマー病関連タンパク質について病理学的、生化学的解析を進め、ア

ルツハイマー病の基礎研究をリードする第一人者です。近年では、最先端の光学技

術を利用し、tauの神経細胞間伝播や凝集過程の解明に大きな成果を挙げられて

おります。 

 このたびは 19th International Congress of Neuropathology に来日された機会に講

演をお願いしました。多数のご来聴をお待ちしております。 
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